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緒言
我々はAMEDの創薬支援推進事業「創薬支援イ

ンフォマティクスシステム構築」の一環として
「薬物動態基礎データベースと薬物動態予測モデ
ルの構築」を行った。 創薬の成功確率向上を図
り正確な薬物動態予測システムの構築を目指し公
共データベースから薬物動態に関わる情報を抽出
し、いくつかの化合物については統一された条件
の下で実験によって薬物動態データを再取得し、
これらデータを用いて様々な薬物動態パラメータ
の予測モデルを構築した。本年4月薬物動態予測
システムDruMAPを正式公開した。
我々はさらに、NBDC RDF portalで公開されてい

る様々な生命情報データとの統合により、より高
度な解析を期待し本データベースのRDF化とNBDC
RDF portalへの収載を進めている。

DruMAP (https://drumap.nibiohn.go.jp) RDF化の進捗
DruMAP正式公開データから
のRDF作成
適切なURIの策定
Apache Fusekiへの登録と検証
現在11,063,643トリプル

今後の作業
より適切なURIの決定
RDF config (ポスター4)対応
公開ライセンスの策定
NBDC RDF portalへの収載
統合解析による応用研究


